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蛔虫体腔液の各種真菌，放線菌及び細菌に

対するlytic　action　について（1）

古　 橋　 貞　 二　 郎

岐 阜県立医科大学寄生虫学 教室（森 下哲夫 教授）

（昭和39 年5 月25 囗受 領）

森下ら（1963 ）は蛔虫体腔液中に抗 白癬菌作用 を有する

物 質 の存在を認 め，更に同氏ら はこ の物質は 七 戸rが心s

ソに 面 以心 に対 しても 白癬菌同様lytic　action　を示 す

こ とを報告した．この物質は酵素作用 を有するのでその

実 態を追求する為，平岡（1964）は体腔液 中の酵 素群をし

らべ たが既知 のものにはこ の抗真菌 作用 は見られなかっ

た．著者 は蛔 虫体腔液 のこ の酵素 が各種真菌，放 線菌及

び 細菌 （Mycob 心な・心 洵 にlytic　action　を有 すること

を 知っ だ ので，ここに報告す る次 第である．

実 験 方 法

実験に用い た菌 株は次の如 きものである．鳬 ぷcillium

株 は ．R　dZαが・に 及びP ．　chrysogeni。，x　Q　176で夫 々

大 阪大学微生物病研 究所及 び 国 立予防衛生研究所 よ り

分与してい ただい たものである．別に当教室で飼育して

い るゴキブ リの屍 体からmycobiotic　agar 上に分離培養

し たj 二t山 元num ，　P ．　sp．　（C 株），7こsp．　（E 株），瓦sp

．（F 株）及びBasidiomycetes に属するGr 畝心7愆lunata

も実験に供し た． こ れらの菌株の 培養は 日産製

のmycobiotic　agar　に30 °C下で均一に生育 させ充 分に

発育 した培養8 日目の菌苔を用いた． 教室 でゴキブ リの

屍 体から採取した菌種の同定は武田製薬 の醗酵研 究所 の

椿博 士にお願いした．別に塩野義製薬研究所 より分与 し

てい た だいたA かcobacterium　・megmatis 　My　33，　y・－cardia

　lutea　N　2192　と ＆，一々 Z凹 びごびgriseus 　NIHJ10

，　s．升adiae 　157及びS ．　netrやsis　NRRL　2268　はCzapek

agar　に30 ゜C 下で培養し て充 分に発育した培養8

日目 の菌苔を用い た．

実験方法 として は森下 ら（1963）が白癬菌に対 して用い

た と同 様な手技 によっ た． 即ち培養8 日日で均一に生育

し た 改 廠illium 株の 菌苔 上に 豚蛔虫体腔液を 滴下し37

°C下 で観察する．この場合陽性 の場合 は こ の滴下部

位がべ たべたになっ てい く．

著者はこ の様 な状 態を体腔液のもっlytic な作用 と考

え，30 分間隔で 変化の状 況を観察していった．

一方体腔液を生理的食塩水で倍数 稀釈 したもので同様

の観察をこころみ た．本作用 による菌糸 の形 態学的変化

はmycobiotic　agar　のブロックを用いたslide　cultureを

行なっ た． まず30 °C 下8 日間培養 した菌苔 上に体腔液

を湎下し，37 °C下1 ，　2，　3，　4，　5，　6時 間作用させ其 の

各々 の時間経 過後生理的食 塩水 に浸 けて体腔液を洗い去

り水分 を可及的 に 除 去した． 次にlactophenol　cotton－blue

染色 を行 なっ て標本を作製し， それ に つい て菌糸

の形態学的変 化を光学顕微鏡で観察し た．

Streptotnyces，　i＼かr。飴ぴerium について は培養8 日目

の菌苔上 に豚蛔虫体腔液を滴下し37 ゜C 下で観察し た．

体腔液 により滴下部位の 菌苔 がStreptomyces 株 では灰

白色 になっ た．又Nocardia ，　Aかa 硲ばerium で は対 照

液 に生理的 食塩水を使用し比較す ると，体腔液 の方は菌

苔 に早く吸収され滴下部位 の菌苔 の色 があ せて来 る事 を

知っ だので，此れを体腔液 の持つlytic な作用 と考え30

分間隔にてPenicillium 株 と同様観察 を 行なった．　Str－eptomyces

，　Mycobacterium の 形態学的 変化 の 観察はCzapek

agar　の ブロ ックを 用いてslide　culture　を行

い， 乃洫 ぶ 汕m 株 と 同方法 にて標本 を作製し 光学顕微

鏡で観察 を行 なっ た．

各 種真菌，放 線菌及びMycobacterium のlysis

1．　Penicillin刀xd ぴ加xx麗：

培地 に均一 に発育させた菌苔上に豚蛔虫体腔液 を滴下

し30 分後，1 時 間後，1 時間30 分後 と変化を認 めなか

っ た．2 時間 後より体腔液滴下部位 の菌苔 はけば だっ た

所 がべたべたになり始めた．2 時間30 分後 には中等度 ，3

時 間後にはlysis を終っ た．又 生理的食塩水にて倍数

（　94　）
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第1 表　各種真菌，放線菌及び 細菌 に対 す る体腔液作 用
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稀 釈した 体 腔液 がP ．　citrinum　＼こ何倍 迄lytic な 作用

を 起すかを37 °C 下で30 分間隔で 観察し た． 其の結果2

倍稀釈体腔液では3 時間30 分後 よりlysis を認 め，4

時 間後には中等度，4 時間30 分後 にlysis を終っ たが，4

倍稀釈体腔液以上 のも のでは5 時 間後迄変化を観察し

たがlysis の起る のを認 めなかっ た．猶24 時間後 の観察

では64 倍稀釈体腔 液迄にlysis の完了している事 を認 め

た ．

2．　Penicillium　sp．　（C 株）：

P ．　sp．　（C 株）に対す る体腔 液のlytic な作用 は滴下1

時 間30 分後よ り 始ま り，2 時 間後 には 中等度，2 時

間30 分にてlysis を終っ た．倍数 稀釈 体腔 液による観 察

では滴下2 時間後から2 倍稀釈体腔液 より8 倍稀釈体腔

液 迄にlysis を起し，2 時間30 分 には中等度，3 時間後

に1ysis を終っ た．16 倍稀釈体腔 液以上 のものについ て

は5 時間後迄観察したがlysis の起るのを認めなかっ た．24

時間後 の観察 では128 倍稀釈体腔液迄にlysis の完了

してい る事 を認めた．

3．　？aj ぶHum　sp ．　（E 株）：

p．　sp．　（E 株）はP ．　citrinum，　P．　sp．　（C 株） と異な

り，　lysisの始まる時間が非常に早 く体腔 液滴下後15 分よ

り菌 苔が べたべたし 始 め30 分後 に中等度，1 時 間後に

はj　lysisを終っ た．倍数稀釈体腔液に よるlytic な変化

は，4倍稀釈体腔液迄が1 時間30 分後より 始 ま り，2イ音

稀 釈体腔液は2 時間後で は中等度，2時 間30 分にてlysis

を終っ た．4倍 稀釈 体腔液 は2 時 間30 分にて 中等度，3

時 間後にlysis を終っ た．8 倍 稀釈体腔液は5 時間後よ

りlysis が始 まり6 時 間後に終っ た．16 倍稀釈体腔液以

上 のも のは6 時間後 まで観 察したが1ysis の起る のは認
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められなかった．24 時間後の観察では16 倍稀釈体腔液

迄にlysis の完了している事を認めた．

128

64

柚

8

30’　1　　 ？・　　3　　4　　5　　6　 －－－… －－a．

時　 間

第1 図　 蛔 虫 体腔 液 の稀 釈 度 と抗 真 菌 作 用 と の 関係

平 板 培 養1 週 間 後 の菌 苔 上 に滴 下 し37 ゜C に保 温
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第2 図　蛔虫体腔液の稀釈度と抗放線菌作用との関係

平板培養1 週間後の菌苔上に滴下し37 °C下に保温

（　95　）



258

4．　Penicilli・um　sp．　（F 株）：

体腔液滴下後1 時間迄変化 を 認 めない．1 時間30 分

後 よりlysis が起 り2 時間後 に中等度 ，2時 間30 分後にはlysis

を終っ た．倍数 稀釈体腔液滴下に よる菌苔変 化は，2

倍稀釈体腔液よ り4 倍稀釈体腔 液迄 が1 時 間30 分よ

りlysis が始 まり2 時間後にlysis が終っ た．8 倍 稀釈

体腔 液は2 時間後よ りlysisが始ま り2 時間30 分 にて中

等度，3 時 間後にlysis を終った．16 倍稀釈 体腔 液は4

時間後 にlysis の起るのが認められ た．32 倍以上 の稀釈

体腔液 に就い ては4 時 間後 迄の 観察ではlytic な作用 は

認 められ なかっ た．24 時間 後の観察でも同様16 倍稀釈

体腔液 迄にlysis の完了 してい る事を認めた．

5．　Penicillit。，z　citaniu。z：

p．　a・tanium はP ．　citrinum，　P．　sp．　（C 株），　P．　sp．

（F 株）と比較しlysis の起 る時 間が遅く， 体腔液滴下4

時間後 よりlysis が始 まり5 時間 後にて中等度，5 時間30

分にてlysis を終っ た．又倍数 稀釈 体腔 液を滴下したlytic

な作用 は5 時間30 分後 の観察では認 められ なかっ

た．24 時間後の観察では4 倍稀釈体腔 液迄にlysis の完

了 してい る事を認めただけであっ た．

6．　冫）四icillium　cktこysogem。n　Q　176：

？．と・んこμθg祚！um 　Q　167株 はP ．　titanium と比較し一

層lysis の起る時 間が遅く6 時間30 分後 より始 まり7 時

間後 に中等度，7 時間30 分 でlysis を終っ た．倍数稀釈

体腔液 による観察では 滴下後7 時 間30 分迄観察 を 行 な

っ たがlytic な作用は 認 められなかっ た．24 時間後 の観

察では32 倍稀釈体腔液迄 にlysis の完了している事 を認

めた．

7．　Curvularia 　lunata　（Basidiomycetes）：

鳬7庇 心加xx 株 と同様 の 観察方法 にて 体腔液を滴下し7

時 間30 分迄観察をした がlysis は認められなかっ た．24

時間後の観察でlysis の終っ ている事を 認めた．倍数

稀釈体腔液に よるlytic な変化 は24 時間後の観察で もど

の倍数稀釈体腔液に も認 められなかった．

次にAct み7・，りEa とA かr・bacterium　fこ対 しPenici －Ilium

と同様豚蛔虫体腔液 を滴下しlytic な作用の起る

時 間的 観察 と形態学的変化 を観察 した．

8．A かcobacter・Xz。m　smegmatis　My　33　：

菌糸が ない か 痕跡的で胞子形成 のない 抗 酸菌 で あ るMycobacterium

　smegmatis　My　33では体腔液滴下後15

分，30分迄はlyticな作用 を認めないが，1時 間後よりlysis

を認め，1 時間30 分後にはlysis を終っ た．倍数 稀釈体

（　96　）

腔 液による 観察では，2 イ峇稀釈体腔液 が1 時間後 よりlysis

を起し，1 時間30 分で中等度，2 時 間後にはlysis

を終っ た．4 倍稀釈体腔液は1 時間30 分 後よりlysis を

起し2 時 間にて 中等度，2 時間30 分にてlysis を 終っ

た． それ以上の 倍数稀釈体腔液に つい ては3 時間30 分

後迄 観察し たがlytic な作用 は認 められなかっ た．

9 ．　Nocar ぷal μ冫改z　N　2192　：

丹 心 ぷ 加xりca 属とも 呼ばれMycobacterii 。，z属とStreptoi

り・2s 属 との 中間に位す る か なり 広範 囲な菌 種

をふ くみ， 土壌中より又 一部寄生種は 人間及 び 動 物の7

丶Jocardioぶ よ り分離される．此 の菌種につい ては 次の

如 き結果 を得た．

体腔液 滴下後15 分迄は 変化 を 認めず，30 分後 よりlysis

を起し1 時間後にはlysis を終っ た．倍数稀 釈体 腔

液を用い た観察 では15 分迄はどの稀釈体腔 液にもlytic

な変化を認 めなかっ た．30 分後よ り2 倍稀釈体腔 液から32

倍稀釈体腔 液迄に， 同程度にlysis を起し1 時 間後 に

はlysis を終っ た．64 倍 稀釈体腔液以下 のも ので は3 時

間30 分迄観察をし たがlytic な作用は起らなかっ た．

10．　＆，－ゆtomy・r`a 属：

本 実験に使用した菌株は次 の3 株である．

＆rゆtomyces　g・心aj　NIHJ　10

ぷrゆtomyces 　fradiae　157

Streptomyces　netropsis　NRRL　2268

a）　StrゆZa・りces 　griseus　NIHJ　10

5！ が 沁 心 株に 体腔液を滴下する と15 分後 迄は 変化

が起き ない が，30 分後よりlysis を認 め1 時間 後は30 分

後 と比較し 著変 は認 めら れない が，1 時間30 分後にはlysis

を終っ た．又体腔液を倍数 稀釈しlytic な作用 を観

察する と，15分後 はどの倍数稀釈体腔液に も変化 を認 め

ないが，30 分後には2 倍，4 倍稀釈体腔液 迄にlysis を

認 め1 時間後には中等度，1 時 間30 分後にはlysis を終

っ た．　8倍稀釈体腔液 では1 時 間30 分後よりlysis を起

し2 時間30 分 にて 中等 度，3 時 間後に作用を 終っ た．

以 下の 倍数稀釈体腔液に対 しては3 時 間30 分迄観察し

たがlysis を認 めなかっ た．

b）　Streptonりces　fradtae　157

S．　fraぷαe　157株 は体腔 液滴下して15 分迄はlytic な

変化を認めなかっ たが，30 分後よ りlysis を認 め1 時 間

後に完了した．倍数稀釈 体腔液 による観察 でも30分後よ

り2 倍稀釈腔液から32 倍稀 釈体腔 液滴下部位にlysis を

認 めた．1 時間後にはlytic な作用を終っ た．64 倍 稀釈

以 上体腔液の滴下部位には，3時間30 分迄 観察 を行なっ

たがlysis は認められなかった．



c）　Sir，やZ凹 ぴca7 ぽropsis　NRRL　2268

S．　netropsis に対する 体腔液のlytic な作用 は， ざ．fradiae

157 株 が呈した作用と同様の 結果を得た．又倍

数 稀釈体腔液滴下による変化の観察で も同様であっ た．

体腔液処理真菌，放線菌 及び1 Γycobacterium

の形態学的変化

凡元dZ 晶 。x株6 種，C αΓ■vularia　lu。ata　1種の各々はlysis

を起す時 間に遅速はある が， 犯 され た菌糸の 形態

学的変化 を観察する為にslide －cultureを行なっ た．

1．　Penicillium　dか万，m。z

対照像では菌糸がcotton －blueに対し全体に好染性を

示し細胞内容 は充満 し細胞原 形質のghost 化は認められ

なかった． 細胞壁 には 異常を 認 めず滑 らかで 菌糸は細

い．　体腔液処置1 時間後 のものでは 対 照像と 比較 して

著しい変化は認 められない． 細胞壁 にも変化 は認 められ

ない．処置2 時間後 の所見では 細胞原形 質の中央 部よりghost

イヒの認 められ る菌 糸もある． 細胞壁 の凹凸，膨化

は認 められない．処置3 時間後の もので はほ とんどの菌

糸 の細胞原形 質にghost 化 を認 めるが，猶少数 の菌糸で

は 細胞原形 質の中央 部よ りghost 化を示す所見が認 めら

れ る． 細胞壁 の表 面は平滑 でなくやや不規則な凹凸を認

める．処置4 時 間後， 処置5 時間後，処置6 時間後 の菌

糸 の所 見は処 置3 時間後 の菌 糸の所 見と大差は認 められ

ない．又 丿sper　gill。sの様にmetachromatic に染色さ

れる部分は菌糸 のどの部 分にも認 められなかっ た．胞子

は対照像 のものと大差 はなかっ た．

2．　Penicillium　sp．　（C 株）

R　sp．　（C 株） の対 照像はcotton －blue染色に好染性

を示し，細胞原形質充満像 を認 めghost イヒの像は示さな

い ．細胞壁は滑らかで菌糸は 細い ．処 置1 時 間後の菌 糸

では対照像 と比較し大差は認 められない ．処置2 時 間後

の菌 糸は細胞原形質の中央部 よりghost 化 の認 められ る

ものもある．細胞壁 の変化は認 められ ない ．処 置2 時間30

分後のものでは， 処置2 時間後の 菌糸 の所見 と 比較

し大差 はない が， 細胞壁 は菌糸の先端部位 ではやや デコ

ボ コした変 化を認 めた．処置3 時間後 の菌糸の所 見は，

大部 分の菌糸 が細胞原形 質のghost 化を認 めるが尚少数

の菌糸 では細胞原形 質の中央部よ りghost 化を示す菌糸

もあっ た．細胞壁 は滑 らかさを欠きやや凹凸の認 められ

るも のがあ る，処置4 時 間後， 処置5 時 間後，処置6 時

間後 の菌糸 の所見は 処置3 時 間後のもの と比較し著しい

変化は認 め られなかっ た．　Asperがlilts　（こ認 め られた様
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なmetachromatic に染まる 菌糸は認 められ なかっ た．

胞子は無処置 のものと差 が認められなかっ た．

3．　八元ci　Ilium　sp．　（E 株）

．R　sp．　（E 株）の対照像は菌糸 の細胞原形 質は充満しghost

イヒは認められない．菌糸全体 がcotton －blueに竍

し好染性を示す．細胞壁 には異常 を認 めず滑らかで菌糸

は細い．処置1 時間後 のものでは細胞内容充満像 を認 め・

るが菌糸によっ ては細胞原形 質の中央 部よ りghost 化を

示 す所見が認 められ た． 細胞壁 は対 照像 と比較して著し

い 変化はない．処置2 時間後 の菌 糸ではほとん どの細胞

原形 質はghost 化を 示すが， ま だ 細胞 質の 中央部 よりghost

イ匕を示 す菌糸， 又細胞原形質 の 充満している少数

の菌糸も認 められた．此頃 より細胞壁の滑 らか な感じが

無 くなるが著明な膨化，凹凸 は認 められない ．処置3 時

間以 後の菌糸の所見は，処置2 時間 後の菌 糸の所見 と比

較し著 しい 変化は認 められな かっ た． 細胞 壁は処置4 時

問後 の頃より滑 らかさを欠き菌糸に よって は凹 凸が出来

たものが認 められた．胞子は対照像 と比較 し差は無く奸

染性 を示 す．

4．　凡 房cillium　sp．　（F 株）

無処置 の対 照像では菌糸 の細胞 原形 質は全体 にcot －ton

－blueに対し好染性 を示 す．染 色物質は細胞原形質 中

に充満している．菌糸 は細く細胞壁は滑らか であ る．処

置1 時間後 の菌糸 の所 見は対照 像 と比較し著変 は認めら

れない． 処置2 時間後 の菌糸 の 基部では 細胞原形 質の・ghost

化 を認 めるが菌糸の先端部位におい ては 細胞原形

質 の中央部よ りghost 化 を示 す菌糸 が認められる． 細胞

壁の著変は認 められない．処置3 時 間後のも のは処置2

時 間後の菌糸の所 見 と大差 はない ．処置4 時間後 の菌 糸

では先 端部において も細胞原形 質のghost 化を示 すが少

数 の菌糸 には猶細胞質 の中央部 よりghost 化 を示す もの

もあっ た． 此頃より 細胞壁は不規則 な デコボコ を認 め

た．処置5 時 間後， 処置6 時間後 の菌糸 は処置4 時間後

の菌糸 の所 見と差は認 められ なかっ た，

5．　Penicilliurn　titanium．

対照像では菌糸 はCotton －blueに好染性 を示し，細胞

内容は充満しghost イヒは認 められない． 菌糸 は細く細

胞壁は滑 らかであ る．処 置1 時間後，処置2 時 間後， 処

置3 時間後 の菌糸 の所 見は対 照像と比較し著変 は認 めら

れない ．処置4 置時 間後 の菌糸 は細胞 原形質 の中央 部よ

りghost 化 を示 すが猶細胞原形質 の充 満している菌 糸も

認 められた．細胞壁 はやや凹凸 な所 見を示す．処置5 時
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詞 後の菌 糸は大部分が細胞原形質の中央部 よりghost 化

を示 す．処 置6 時 間後の菌糸はほ とん どの細胞原形質 に

．ghostイ匕を認める． 細胞壁 は処置4 時間後 の所見 と比較

し著 しい 変化 は認められなかっ た．胞子 は何時 の場 合で

も無 処置のものと大差がな くcotton －blueに対し好染性

が 少ない ．？．出 回 加7x もAs 　perg唐 心 に認 められ た様

なmetachromatic に染 まる部分は認 めら れなかっ た．6

．　八？nicillium　chrysogeni刀μQ　176

対 照像では菌糸がcotton －blueに対し好染性 が少ない．

染 色物質は細胞質内に充満 してい てghost 化 の像は認め

られない．細胞壁は滑らか で菌糸 は細い ．処置1 時間後

の菌糸は対照像 と比較し てcotton －blue に良 く染まるが

著 変は認 められない． 細胞壁 にも著 しい 変化 は認 められ

ない．処置2 時間後，処置3 時 間後のものは処置1 時間

後の菌糸 の 所見 と 比較し 大差は無い ． 処置4 時間後 の

菌糸 はcotton －blue　に好染性 を示 すが， 細胞原形質 の

．ghostイ匕の像は認められなく， 又細胞壁にも膨化凹凸 は

認 められない ．処置5 時 間後のものは処置4 時間後 の菌

糸 の所 見と大差なく，処 置6 時間後の菌糸は基部 で細胞

原形 質にghost 化 を示 すが菌糸の先端部位では細胞原形

質中央 部よりghost イ匕を示 す像を認め る． 細胞壁 には著

しい変化 は認 められなかっ た．胞子は無処置 の場 合は染

色 性 が少ないが， 処置1 時間以後 の胞子 は対照 像に比較

して良く染まっ てい る．

7 ．　Curvi 山ria　lunata　（Basidi。．り，ど心 功

Curvi山7心 ／。nata は対照像で は菌糸 の細胞原形 質はcotton

－blueに対し あま り好染性を示 さなく， 全く染色

されない淡黄褐色の菌糸も認 められる．菌 糸の先端部位

で は染色性がやや良い．　ghost イ匕を示す 菌 糸は認 められ

なく細胞原形質は充満 してい る．細胞壁は 凡 公：illium

株 と比較し厚 く菌 糸も太い ．処置2 時 間後のものは，対

照 像 と 比較し て著 しい 変化 は認め られない． 処置5 時

間後 の 菌糸 では 先端 部位にて 細胞原形質 の 中央部 より

：ghostイヒを示すが，基部 では好染性 も 少なく細胞 内容の

変化 は認 められない ．細胞壁の不規則 な凹凸膨化等 は認

められない ．処置24 時 間後の 菌糸の細胞質所 見は 処置5

時間 後の菌糸の所 見と大差はなかっ た． 細胞壁 は菌糸

の先端 部ではやや不規則なデコボ コがあっ てsection も

不 明瞭 となるが膨化は認 められない ．又菌糸の基部では

鈿 胞壁に著しい変化 はなかっ た． 処 置25 時間後 の 菌糸

は処置24 時 間後の菌 糸の所 見と差は無かっ た． 処置26

時 間後の菌糸では5 時間後 と比較し菌糸 の基部 におい て

も 良くcotton－blueに染まるが，細胞 内容の変化 につい て

は処置25 時間後 の 菌糸 の 所見 と著 しい 差は認めなかっ

た．細胞壁 も同様処置25 時 間後 の所 見 と差は 認 めなか

っ た．処置27 時間後 の所見 は 菌 糸の基部においても 細

胞 質にghost 化の認 められる ものがあっ た．細胞壁 も著

しい変化 はなかっ た．胞子 は無 処置の もの と大差 が認 め

られなく， 良く染色された胞子 と染色 されない胞子 が認

められる．

次にA かc砧acterii。，x及びSX ，・ゆZa・り ’c6に つい て蛔

虫体腔液 によっ て犯された菌苔の形態学的変化 を観察 し

たが， 共に体腔液滴下1 時間ない し2 時 間後の標本で放

射菌 特有の形態を失い，菌糸 の断裂 を認 めたが， 細胞壁

及び細胞原形質内の変化 につい ては菌糸 の幅が細く，一

般に1 μ内 外とい われる程度なので 次回 の電 子顕微鏡像

に譲 りたい．　Streptomyces の栄 養菌糸 の 幅は0 ．2～0 ．8

μ ともい かれてい る．

総括及び考 察

Penicillium 株6 種，　Streptoiりr6 株4 種，　Miycoba－cterium

株1 種，B α石丿汕りcetes 株1 種 の平板培養菌苔

上 に豚 蛔虫体腔液 を滴下し， 菌苔にlysis の起 る時間的

観察 と，菌糸 の形 態学的変化の観察を行 ない 次の如 き結

果 を得た．

Penicillium 株6 種の内P ．　citrinum，μsp ．　（C 株）p

．　sp．　（E 株），R　sp．　（F 株）は比較的lysis を起す時 間

が早く， 特に ？sp ．　（E 株 ）は15 分後よ り変化 を認 め4

種 のPenicillium 株は3 時間後にlysis を完了 する．P

．　citanium，　P．　chrysogenum 　Q　176株 は前者4 種 と比

較しlysis を起す時間 が遅 く，j・tご加 品gz は体腔液滴

下4 時間後よ りlytic な作用 が始 ま り1 時間30 分で完了

する．　P．　chびsogenum　Q　176 株 は6 時 間30 分後 より1

時間にてlysis を完了す る． 真菌 類ではあるが 凡品丿厶Hum

，　Aspergillus，　Trieみophyton などのAscomycetes

とは異 なる亜 綱に属するBasidiomycetes のC 『 つz山7心

／・・nata でも24 時間後 にlysis を認 めた．

Streptomyces 株3 種 の内，　S．　fradiae　157，　S．　”詒‘り’psis

　NRRL　2268　及びNoca Γ轟W ，ぬ？a　N　2192は体腔液 滴

下30分後よ りlysisを起し30 分間にて完了する．　S．griseusNIHJ　10　

のみは30 分後 より ］yticな作用が始 まり1 時

間後に完了した．又SX ，・ゆZ叫り・αバこ近縁種であ るMy －cobact

。汕 ，x　5。，
尽

。wtis　My　33　でもlysis が見られ体腔

液滴下1 時間後 より 始 まり30 分にて完了 する． 又蛔虫

体腔液 の稀釈 度 と抗真菌 作用 に つい ては24 時間後 の観

察 でP ．　sp．　（C 株）が128 倍迄に，　P．　citふ・zxxxxが64

（　98　）



倍迄に ？。油・yoga ・xxtjz　Q　176　が32 倍迄にP ．　sp．

（F 株） とP ．　sp．　（E 株） が16 倍迄に。7・t　citanium

が4 倍 稀釈体腔液迄 に　On ・ularia　lunula　iま24 時 間

後 に原 液のみにlysis を認 めた。

又 抗放線菌作用につい ては3 時間30 分後の観察で ，S．yhx

ふ亠 ，ぷ 。etropsis，　N．。／。tea　（i　32倍迄 にS ．
　gris－ens

は8 倍迄に 訌g ，Q凹 ，j／心 は4 倍迄にlysis を認

めた．

Slide－cultureに依る形態学的変化につい ては菌糸 の犯

され る時間 に長短 は あるがlactophenol　cotton－blue染

色で細胞原形 質のghost 化， 細胞壁 の 不規則な 外層の

凹凸を認 める 様 になる。ル・tinomyces は 丹 心zilliun。Basidiomycetes

と異 なり菌糸 の幅が細い為光学顕微鏡に

よる形態学的変化 の詳細 については充分な観察が出来な

いの で電子顕微鏡下 で観察したものを次に報告する。

以上 の様な結果 から見て，先 に森下，小林 （1963）はTricl

・oがり・ton，　Aspergillus などの病原性真菌 に 対する

体腔液 の作用 を報 告し，いず れも著明な変化を認 めてい

るが，　Penicillin。。 亠y，りj ／／。s と同じ。jkrω，j芦 臨・引 こ

属するyeast －likeな（：Candida　albicヽα心 では本作用が起

らない事 を 報 告してい る．G7 。ぷゐ 贔り血。，sのcellwa11

は カタツム リ の消化液 で溶 解 される 事を 岩田ら

（1963）は報 告してい るが， 森下ら （1963）の報告 では著

者が 見てい る様なlysis はカタツムリの消化液では 全く7

祐油砂／り・／回 の菌苔 に対し ては示さない とのべて居 る。

此 の事は菌糸 などの細胞壁の外潤構成 々分に問題がある

様に考え られ，　slide－cultureに よる著 者の菌糸 に対する

観 察でもlysis の早い ものでは比較的速い 時間 に絲 泡雌

の外 層に変化 を認めるのと一致するのではなかろ うかと

推 定される。要するに本作用が真菌のみならず，放線菌，

抗酸菌にまで及ぶ広範なfungi に見られる事は細胞壁の

外層の成 分が同じ であると言 う事に起閃す るものであろ

う。そして形態学的な分類とは一致しない。此 の問題に

関しては今後更に追求する予定 であ る。

結　語

蛔虫体腔液は 凡从7・／晶 。。Basidiomycetes ，　At・yy。o。x．
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夕・臨5 及 びA かω 加・cteri・g・ のい ず れ に 対 し て も時 間 的

な遅 速 は認 め ら れ る がlytic に 作用 す る 。又 倍 数 稀 釈 体 腔

液 に 対 す る観 察 で も37 °C 下 で24 時 間 後 に は 鳬 がcilli－um

　group 及 びBasidiomycetes で は ，　P ．　sp．　（C 株 ）が128

倍 迄 に ， フニt　d／7・j。。。1が64 倍 迄 に，　P ．
　chrysogen

。
摺Q

176 が32 倍 迄 に，　P －　sp．（F 株 ） と7 ）．sp．（E 株 ） が16

倍 迄 に ，　P ．
　citaniun・ が4 倍 迄 に ，　Basidiomycetes のC

『7 ・・datia 　I・aαyxよ が原 液 の み にlysis を認 め た。

ル 石，jθ。り・a允5　group　 及 びj か・，・θbacterii以 で は3 時

間30 分 後 の観 察 で

Streptomyces 　fraぷ・9　157

ざ。。etr・＜psis　NRRL　2268

A をward 乱i　lutea　N　2192

の3 種 で は32 倍 迄 に ，S ．訂 臨 ，a　NIHJ　10 で は8 倍

迄 に，j かa 点 心m ・um
　sfiieg・

。j。／八My　33 て は4 倍 迄 にlysis

を認 め た 。

形 態 学的 変 化 の 観 察 に つ い て も 抖 ノ。W ／／，・x，7x，　spp．　及

びOx ・’回話z・山lunata で は 細胞 原 形 質 のghost イヒを認

め た 。／1，］μ。o。，濕ヽetes，　Aかr 必 心・yrバ・・・・・ の形 態 学 的 変 化 に

つ い て は 体 腔 液 を 平 板 培 養 菌 苔 上 に 滴下 す る と 言 う方 法

で はlysis を 認 め る の が 菌 糸 の 幅 が 非 常 に 細 い 為slide －culture

に よ る菌 苔 に つい て は 光 学 顕 微 鏡 で は 充 分 な 観

察 が出 来 な い の で 詳 細 は 電 子 顕 微 鏡 下 で 観察 し 次 に 報 告

す る 。
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写　真　説　明

鳬臨・illi。。i　sp．　（E 株） の対 照像

体腔籏 滴下2 時 間後のP ．　sp．　（E 株）　（cotton－blue染色） 菌糸によっ ては細胞原形質中央部 よ

り 汕os卜 化 の像 を示 す。

体腔液滴下5 時 間後の ？sp ．　（E 株） 菌糸のほ とん どに細胞原形質 にghost 化 を示 す。

体腔液滴下6 時 間後の ？。ぷり’so　genu　m　Q　176株でほ とん どの菌 糸にghost 化 を示 す。

0 。－t・。laria　I。。ata　（Basidiomycetes） の無 処置 の対 照像

体腔液 滴下27 時間 後のB ．0 ，n・。／ω心 ／。。（，／α で細胞原形質 の中央 部よりghost イヒを示す．S

／
，－
ゆ／ω司 ’r心 訓翕r心NIHJ　10 の対照像

S．粐赤・5 に体腔詼 滴下1 時問後 の像 で菌 糸の斷裂 を認める。

体腔液滴下3 時 間後のS ．　gris。s 像

yoa 。’dia　I。ya，　N　2192　の対 照像

体腔液 滴下1 時問 後の 皿　lutea　の像 で菌 糸の断裂 を認める。

体腔液 滴下3 時問後のy ．／。Xax像

Mycobacteri・・j・・　g・な・j・at　is　My　33　の対 照像

A　I．　smegtm・冶 に体腔液滴 下1 時 間後の像

jj．gf 啄・・ax垳 に体腔液滴下3 時間 後の像

（102 ）



ON　THE　LYTIC　ACTION　OF　ASCARIS　BODY　FLUID　AGAINSTEUMYCETES

，　ACTINOMYCETES　AND　MYC08ACTE 刪UM　I．

TEIJIRO　FURUHASHl

（£）ゆαΓtment 　of　Parasitology。Gifu 　Prefectitral　A：をdical　School ，　Gifu ）

Ascaris　body　fluid　showed　a　lytic　action　against　7を，2をilli。，7，j　Basidiomycetes，　Actinomyと：etesand　j

かcobactei‘ium 　though　the　time　required　for　lysis　differed　according　to　kinds　of　substrates．When

observed　with　serial　two－fold　dilutions　of　ascaris　body　fluid　at　37°C，　after　24　hoursthe　lytic　action　against　j

二をTiicillium　citrinum，　？．　chrysogenu・μand　 ？．　dたz㎡zxtxz　was　observed　in1

／64，　1／32　and　1 ／4　dilutions，　respectively ．　The　lytic　action　against　Cx ，げt・，dαパα　Z。nata　ofBasidiomycetes　was　demonstrated　in

only　an　undiluted　ascaris　body　fluid．

ln　case　of　Actinomycetes ，　as　early　as　3　and　a　half　hours　after　eχposure ，　a　1／32　dilutionof　the　body　fluid　showed

a　lytic　action　against　Strep　to・77りces 　fradiaらS ．　netropsis　and　Ng αΓぷαZ

・i　tea　at　37°C，　while　a　1／8　dilution　exhibited　the　action　against　Strept。。り，αs　griseus ．

Under　the 　same　condition　as　above ，　the　lytic　action　against　Mycobacterium ，　sm φnatisoccured　with　a　1

／4　dilution　of　the　body　fluid。

In　consequence　of　the　lytic　action　of　ascaris　body　fluid，　the　ghost　mycelia　of　Penicillin″＆spp

and　Curvularia 　h。7αM　as　well　as　of　Trich 。’phyt。，j。zEXαgrophytes　were　microscopicallyobserved

．
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265




